
石川県学童野球連盟 理事各位
令和元年9月 22日

石川県学童野球連盟

理事長 滝町 利治

Tボール大会の開催について (案 )

趣旨

・低学年の球児に野球の簡単なルールを覚えてもらう。

・野球の楽しきを知ってもらう。

・野球人口の裾野を広げるきっかけとする。

1 主  催  石川県野球協会

2 共  催  石川県学童野球連盟

3 主管協力  参カロ支部

4 後援、協賛 北國新聞、北陸中日新聞、MROテ レビ

5会  期  10月 22日 (火・祝)
(時間 :8時 30分～       )

6 会  場  内川・戸室・他

7 出場チーム 能登北、七尾、能登中、河北 :2  金沢 :8(内、女子 1チーム)
加賀中 :3  加賀南 :3  合計 :16チーム

8 出場資格 (対象者) 3年生以下の男児か4年生以下の女児 (男女とも未登録者可)

9 参加申し込み 第 1次締め切 り10月 5日 滝町まで  (調整あり)

10 打ち合わせ説明会 10月 20日  12時～  (お昼準備します)

1l Tボールのルール抜奉 別紙



Tボールの主なルール

・ 1チーム 10人 (ベ ンチ入り15人 :予定)
・ボール :11イ ンチティーボール

・塁間 :14メ ートル

・審判員 :2人 (求書と1塁 )

②バツターズ
'―
クル

本璧プレートの角を中心として半径3mの口を描く.打者はこのけ―勿レ内で打撃を行う。

①バッティングテイー

バッティングテイーは、本塁プレートー
500以上 lm以内の間に置く。

3 相 調 程
本塁手は打者が打撃を完了するまでは、パツターズサークルの外に

いなけ利多いらない。

競技者

守鶴者は 10名である。 10名の守機者は,本塁手 (ホームペースマン)と、1塁手 (フア
ーストベー ス

マン)、 2■手 (セカントベースマン)、 3異手 (サートベースマン)、 第1遊摯手 (フア
ーストシヨー

トストップ)、 第 2遊撃手 (セカントシヨートストツプ)の 5人の内野手と、4人の分野手に
分かれる.

外野手は、左買手 (レフトフイ
'レ

ダー)、 左中堅手 (レフトセンターフイルダー)、 右中堅手 (ライ
トセ

ンターフイルダー)、 右翼手 (ライトフイ′しター)に分かれる。他の選手は工■ス
トラヒツター (打つだ

けの選→ となる。

打撃場経

①打者は審判が「プレイ」と責告した後、′(ッティング
テイーに載せたポールを打つ。

②打撃時の軸足の移動は1歩までとする。2歩以上動かしたとき
は、ワンストライクが力0えられる。

ッーストライク後からこれを行つたときは、■=は
=婦である.

③打者がポールを打たないて、パツテイングテイーだけを打つ
たときは、●締りでワンストライクがあ|

えられる.ツーストライクからこれを行つたときは、打者は三猛である.

④ッーストライク後からのフアウ′Иま、打者アウトである
。

5 卸 程

①走者は打者が打つた後、離長することができる.走者

…

早いときはヽ走者は饉菫アウトにな

る.

②甕日■は認められない。

③スライデイングは票止する (行うと走苦アウト).走者の 1塁、2霊、3曼での駆
け抜ltlま認められ

る (走者は聾ベースを駆け抜けた後、遺曳の意思がなし場合には野手
にタツチされてもアウ トになら

ない)。

正式拭合

① 2チームが攻撃と守備に分かな 攻撃側の全打者が打撃を完了した時点で攻守を交代し、規定の回数

(イニング)を終えたとき、得点の多いデームが路者となる。残菫の走者は次回に受lttぐ。alE回
の残塁書はこの饉りではない.

②球書によつて、「プレーボール」が
=告
されると、賦観よ開始される。

③ フェアポールとファウルポールは、野球やソフトポー,レと同じであるが、′(ッターズサークルフェア

地属内のライン上で野手がポールに触れたり、ポールが止まったときはフェアポールとする。


